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いちよし・グローバル好配当戦略ファンド（年６回決算型）＜愛称 ミズナラ＞ 

 
東京都千代田区丸の内１－８－２ 鉃鋼ビルディング 

お問い合わせ窓口 

東京海上アセットマネジメント サービスデスク 0120-712-016 

受付時間：営業日の９時～17時 

https://www.tokiomarineam.co.jp/ 

 

 

 

 
 

いちよし・グローバル好配当 

戦略ファンド 

（年６回決算型） 

＜愛称 ミズナラ＞ 

 

運用報告書（全体版） 
 

第８期（決算日 2025年11月10日） 
第９期（決算日 2026年１月13日） 
第10期（決算日 2026年３月10日） 

 

受益者のみなさまへ 

毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお

礼申し上げます。 

さて、「いちよし・グローバル好配当戦

略ファンド（年６回決算型）＜愛称 ミ

ズナラ＞」は、このたび、第10期の決

算を行いましたので、第８期～第10期

の運用状況をまとめてご報告申し上げ

ます。 

今後とも一層のお引き立てを賜ります

よう、お願い申し上げます。 

 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 
追加型投信／内外／資産複合 
（課税上は株式投資信託として取扱われます。） 

信 託 期 間 無期限（2024年６月26日設定） 

運 用 方 針 信託財産の成長をめざして運用を行います。 

主 要 投 資 
対 象 

いちよし・グローバル 
好 配 当 戦 略 フ ァ ン ド 
（ 年 ６ 回 決 算 型 ） 

以下の投資信託証券を主要投資対象
とします。 
・外国投資証券「ウエリントン・グ
ローバル・プロパティ・ファンド
（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 
ヘッジなし）」 

・外国投資証券「ウエリントン・グ
ローバル・クオリティ・バリュー・
ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半
期配当 ヘッジなし）」 

・内国投資信託「いちよし日本好配当
株ファンド（適格機関投資家専用）」 

 
ウ エ リ ン ト ン ・ グ ロ ー バ ル ・ 
プ ロ パ テ ィ ・ フ ァ ン ド 

（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 

新興国を含む世界のREITおよび不動
産関連企業の株式 

 
ウ エ リ ン ト ン ・ グ ロ ー バ ル ・ 
ク オ リ テ ィ ・ バ リ ュ ー ・ フ ァ ン ド 

（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 
新興国を含む世界の企業の株式等 

 
いちよし日本好配当株
フ ァ ン ド 
（適格機関投資家専用） 

日本好配当株マザーファンド（以下、
マザーファンドといいます。）受益証券 
＜マザーファンドの主要投資対象＞ 
わが国の金融商品取引所（これに準ず
るものを含みます。）に上場されてい
る株式（上場予定を含みます。） 

投 資 制 限 

いちよし・グローバル 
好 配 当 戦 略 フ ァ ン ド 
（ 年 ６ 回 決 算 型 ） 

・株式への直接投資は行いません。 
・外貨建資産への実質投資割合には
制限を設けません。 

・投資信託証券への投資割合には制
限を設けません。 

 
ウ エ リ ン ト ン ・ グ ロ ー バ ル ・ 
プ ロ パ テ ィ ・ フ ァ ン ド 

（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 

・原則として、純資産総額の10％を超え
る借入れは行わないものとします。 

・原則として、有価証券の空売りは行
いません。 

・同一発行体への投資割合は、原則とし
て純資産総額の10％以下とします。 

 
ウ エ リ ン ト ン ・ グ ロ ー バ ル ・ 
ク オ リ テ ィ ・ バ リ ュ ー ・ フ ァ ン ド 

（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 

・原則として、純資産総額の10％を超え
る借入れは行わないものとします。 

・原則として、有価証券の空売りは行
いません。 

・同一発行体への投資割合は、原則とし
て純資産総額の10％以下とします。 

 
いちよし日本好配当株
フ ァ ン ド 
（適格機関投資家専用） 

・株式への実質投資割合には、制限を
設けません。 

・マザーファンド受益証券および上
場投資信託証券等を除く投資信託
証券への実質投資割合は、信託財産
の純資産総額の５％以内とします。 

・外貨建資産への投資は行いません。 

分 配 方 針 

第１期決算時には、収益の分配を行いません。第２期以降の毎決
算時に、原則として経費控除後の、繰越分を含めた配当等収益お
よび売買益（評価益を含みます。）等から、基準価額の水準、市
況動向等を勘案して分配を行う方針です。ただし、分配対象額が
少額の場合等には、収益分配を行わないことがあります。収益の
分配に充当せず、信託財産内に留保した利益については、運用の
基本方針に基づいて運用を行います。  
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原則、各表の数量、金額の単位未満は切り捨て、比率は四捨五入で表記していますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と一致し

ない場合があります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

また、－印は組み入れまたは売買がないことなどを示しています。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 
2024年６月26日 10,000 － － － 5,712 

１期(2024年９月10日) 9,589 － △4.1 96.2 9,732 
２期(2024年11月11日) 10,154 30 6.2 96.9 11,791 
３期(2025年１月10日) 9,992 30 △1.3 96.4 12,300 
４期(2025年３月10日) 9,712 30 △2.5 97.9 12,211 
５期(2025年５月12日) 9,650 30 △0.3 97.0 12,249 
６期(2025年７月10日) 9,983 30 3.8 98.1 12,316 
７期(2025年９月10日) 10,462 30 5.1 96.8 12,657 

８期(2025年11月10日) 10,896 30 4.4 98.3 13,017 
９期(2026年１月13日) 11,792 30 8.5 97.6 13,974 
10期(2026年３月10日) 12,074 40 2.7 96.4 14,440 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込みです。 
（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 
（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しています。 
 

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第８期 

(期  首) 円 ％ ％ 
2025年９月10日 10,462 － 96.8 

９月末 10,558 0.9 97.1 
10月末 10,898 4.2 97.9 

(期  末)    
2025年11月10日 10,926 4.4 98.3 

第９期 

(期  首)    
2025年11月10日 10,896 － 98.3 

11月末 11,329 4.0 99.0 
12月末 11,490 5.5 97.4 

(期  末)    
2026年１月13日 11,822 8.5 97.6 

第10期 

(期  首)    
2026年１月13日 11,792 － 97.6 

１月末 11,670 △1.0 98.6 
２月末 12,674 7.5 97.1 

(期  末)    
2026年３月10日 12,114 2.7 96.4  

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 
 
当ファンドにベンチマークはなく、また当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる指数もないため、ベンチマーク、参考指数を記載
していません。 
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○運用経過 (2025年９月11日～2026年３月10日) 

■作成期間中の基準価額等の推移 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額は、作成期首（2025年９月10日）の値が基準価額と同一となるように指数化しています。 

 

◇基準価額の主な変動要因 
プラス要因 

・保有するREITや株式の配当収入 

・堅調な経済指標や企業業績を背景に国内および世界株式市場が上昇したこと 

 

マイナス要因 

・作成期末にかけて中東情勢の悪化を背景とした原油高およびインフレ再燃への懸念などから米国で長期金利が上昇し、

国内および世界株式市場が急落する場面があったこと 
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■投資環境 
【世界REIT市場】 

当作成期の世界REIT市場は上昇しました。 

作成期初、FRB（米連邦準備制度理事会）が利下げを決定するとともに、2025年内の追加利下げを示唆したことで米国長

期金利が低下したことから、世界REIT市場は上昇基調で推移しました。2025年10月にFRBが0.25％の追加利下げを発表した

ものの、12月以降の利下げペースへの不透明感などが嫌気され世界REIT市場は下落しました。2026年に入ると、AIへの過剰

投資に対する収益性を懸念する見方が広がりAI関連銘柄が幅広く売り圧力に晒されるなか、AIによる代替の効かない銘柄

群として不動産関連銘柄が上昇し、世界REIT市場は底堅く推移しました。その後、イラン情勢を巡る不透明感からインフレ

が意識され米国長期金利は上昇し、世界REIT市場は下落基調となりましたが、作成期を通しては上昇しました。 

 

【世界株式市場】 

当作成期の世界株式市場は上昇しました。 

作成期前半、米国のOpenAI社との協業をきっかけとするAIへの旺盛な投資需要が確認され、ITや半導体関連銘柄を中心に

世界株式市場は上昇基調で推移しました。2025年11月にはAI関連銘柄のバリュエーションへの懸念が高まったことで世界

株式市場は一時的に下落しましたが、12月のFOMC（米連邦公開市場委員会）による利下げの決定が米国経済を下支えすると

の期待から上昇に転じました。作成期末にかけては、AIに対する高水準な設備投資への警戒感が高まったことや、AIがソフ

トウェア企業の競争優位性を侵食する可能性があるとの懸念が広がり世界株式市場は下落基調で推移しました。また、米国

とイスラエルによるイランへの攻撃により、中東情勢を巡る地政学的リスクが高まり、世界株式市場は弱含む場面も見られ

ましたが、作成期を通しては上昇しました。 

 

【為替市場】 

当作成期の米ドル円為替レートは円安米ドル高となりました。 

作成期初はおおむねボックス圏で推移しましたが、2025年10月以降は、米国の利下げ観測の後退に加え、日本の政局不安

やその後の高市新政権による日銀への利上げ牽制姿勢が意識されたことから、円安米ドル高が加速しました。作成期末にか

けては、日米政府による協調介入への警戒感が高まり円高基調となる場面もありましたが、作成期を通しては円安米ドル高

となりました。 

 

【国内株式市場】 

当作成期の国内株式市場は上昇しました。 

作成期初にFRBが利下げを決定したことに加え、高市政権が誕生したことで積極的な財政政策に対する期待が高まるなか、

円安進行もサポート要因となり、国内株式市場は上昇基調で推移しました。2026年に入ると衆議院解散の観測報道や台湾大

手半導体企業の堅調な業績見通しを受けて国内株式市場は上昇し、2026年２月に行われた衆議院議員選挙では高市政権が

圧勝したことで上げ幅を拡大しました。その後、イランを巡る中東情勢の急速な悪化を受けて原油価格の高騰による日本経

済への影響が懸念され、国内株式市場は大幅な調整局面となりましたが、作成期を通しては上昇しました。 
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■ポートフォリオについて 
＜いちよし・グローバル好配当戦略ファンド（年６回決算型）＞ 

「ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし）」（以下、グローバル・

プロパティ・ファンド）と、「ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期

配当 ヘッジなし）」（以下、グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド）および「いちよし日本好配当株ファンド（適

格機関投資家専用）」（以下、日本好配当株ファンド）の各投資信託証券への投資を通じて、日本を含む世界の株式、不動産

投資信託（REIT）に分散投資を行いました。 

各投資信託証券への投資比率は、グローバル・プロパティ・ファンド45％、グローバル・クオリティ・バリュー・ファン

ド30％、日本好配当株ファンド25％を基本としました。 

当ファンドの基準価額（税引前分配金再投資）は、各投資信託証券の値動きを反映し、16.4％上昇しました。 

各投資信託証券における運用経過は以下の通りです。 

 

＜グローバル・プロパティ・ファンド＞ 

不動産の開発、運営、サービスおよび所有等の事業活動を行う、新興国を含む世界のREITおよび株式に投資しました。 

世界REIT市場では、住宅向けREITやショッピングセンター開発REITなどが市場平均を下回った一方、高齢者向け施設やオ

フィス向けREITなどが市場平均を上回って推移しました。また、為替市場では円安が進行しました。 

このような環境下、ボトムアップのファンダメンタルズ調査とトップダウンの不動産市場分析の両方に基づき、財務や競

争力評価による個別企業分析と潜在的なテナント需要の予測調査等を組み合わせて銘柄選択を行い、適宜ポートフォリオ

の調整を行いました。 

個別銘柄では、住友不動産や香港を拠点とする高級小売り不動産会社のHONGKONG LAND HOLDINGS LTDなどが寄与度上位

となった一方、ESSEX PROPERTY TRUST INCやSTOCKLANDなどが寄与度下位となりました。 

以上の運用の結果、基準価額（分配金再投資）は上昇しました。 

 

＜グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド＞ 

新興国を含む世界の企業の株式等に投資しました。 

世界株式市場では素材、エネルギーセクターなどが堅調に推移した一方、一般消費財・サービス、金融、コミュニケーショ

ン・サービスなどのセクターは軟調でした。また、為替市場では円安が進行しました。 

このような環境下、ボトムアップのファンダメンタルズ調査に基づき、事業の強靭さ、収益の安定性、高配当の特徴を持

ち、一時的な要因で株価が割安になっていると考える企業を選別し、投資を行いました。また、本源的価値と市場価格の差

の大幅な縮小、経営戦略や本源的価値評価の変化、ポートフォリオ分散の観点等から銘柄選択を行い、適宜ポートフォリオ

を調整しました。 

個別銘柄では、電子部品・電子機器メーカー世界大手のサムスン電子や米国大手医薬品メーカーのMERCK & CO. INCなど

が寄与度上位となった一方、英国の日用品大手のDIAGEO PLCや、コンサルティング会社のACCENTURE PLCなどが寄与度下位

となりました。 

以上の運用の結果、基準価額（分配金再投資）は上昇しました。 

 

＜日本好配当株ファンド＞ 

「日本好配当株マザーファンド」への投資を通じて、わが国の金融商品取引所に上場されている株式に投資しました。 

国内株式市場は、円安の進行や高市新政権の誕生と衆議院議員選挙での圧勝などを背景に上昇しました。 

このような環境下、予想配当利回りが市場平均と比較して高く、割安と判断される銘柄を中心に投資を行いました。個別

銘柄では、住友電気工業、丸紅などが寄与度上位となった一方、大和ハウス工業、住友林業などが寄与度下位となりました。 

以上の運用の結果、基準価額（分配金再投資）は上昇しました。 

 

■当ファンドのベンチマークとの差異 
当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けていません。 

また、当ファンドの運用方針に対して適切に比較できる参考指数もないため、記載する事項はありません。  
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■分配金 
当ファンドの収益分配方針に基づき、基準価額の水準や市況動向などを勘案して、次表の通りとしました。なお、収益分

配に充てなかった収益については信託財産内に留保し、当ファンドの運用方針に基づいて運用を行います。 

 

◇分配原資の内訳 

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第８期 第９期 第10期 

2025年９月11日～ 
2025年11月10日 

2025年11月11日～ 
2026年１月13日 

2026年１月14日～ 
2026年３月10日 

当期分配金 30  30  40  

(対基準価額比率) 0.275％ 0.254％ 0.330％ 

 当期の収益 30  30  0  

 当期の収益以外 －  －  39  

翌期繰越分配対象額 954  1,847  2,122  
 

（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針  

＜いちよし・グローバル好配当戦略ファンド（年６回決算型）＞ 

投資信託証券への投資を通じて、日本を含む世界の株式、不動産投資信託に分散投資を行い、信託財産の成長を目指して

運用を行います。 

各投資信託証券における今後の運用方針は以下の通りです。 

 

＜グローバル・プロパティ・ファンド＞ 

REIT市場は過去30年間で株式市場全体に対する割安水準は過去最大であり、新型コロナショック以降、他のセクターと比

較しても最も大きな収益の減少を経験しています。その要因の一つとしてREITの収益成長はREIT収益に内在する循環性の

低さと、金利上昇による資金調達コストの増加が重なったことにより、市場全体に遅れをとっています。また、大半のREIT

セクターはAI分野への大規模な技術投資から本質的な恩恵を受けておらず、株式市場の上昇ペースが鈍化すれば、相対的・

絶対的両面でREITのパフォーマンスは改善すると考えます。 

供給制限、良好な価格決定力、割安な評価水準、魅力的な配当利回りはREITにとってプラス材料であり、加えて、金利上

昇の影響は資金調達コストにほぼ織り込み済みです。今後は景気循環に連動した姿勢で臨みつつ、年が進むにつれて市場へ

の逆風要因が顕在化する可能性に備え、リスクを段階的に低減していく方針です。 

不動産市場の変動や政治的不確実性が続くなか、引き続き綿密な企業分析と規律ある銘柄選択を通じて、中長期的に市場

を上回るリターンの獲得を目指す方針です。 

 

＜グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド＞ 

2026年、世界株式市場は好調なスタートを切りました。昨年末からの上昇基調が幅広い銘柄に広がり、上昇を継続したこ

とがサポート要因となりました。リスク選好ムードにも支えられ、米国以外の先進国市場および新興国市場は米国株式を上

回るパフォーマンスを示しています。市場を牽引する銘柄も、大型テクノロジー株からさらに多様化し、市場全体の広がり

が拡大していることを裏付けています。中東をはじめとする地政学的リスクによる保有銘柄への影響を注視しつつ、付加価

値を生み出す投資機会の発掘を目指します。 

引き続き、綿密な企業分析と規律ある銘柄選択を通じて、中長期的に市場を上回るリターンの獲得を目指す方針です。 
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＜日本好配当株ファンド＞ 

高市新政権の強固な政権基盤と積極的な経済政策を背景に国内外の投資家の期待が高まる一方で、中東情勢およびコモ

ディティ価格の変動が企業業績に与える影響については注視する必要があると考えます。 

引き続き、利益成長見通しや株主還元方針などの変化により銘柄入替えは随時行いますが、今後もファンダメンタルズが

良好で、市場平均と比較して高い予想配当利回りが見込まれる銘柄への投資を行う方針です。 

 

○１万口当たりの費用明細 (2025年９月11日～2026年３月10日) 

項 目 
第８期～第10期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 （ 基 本 報 酬 ） 35  0.305  (a)信託報酬（基本報酬）＝作成期間の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 18)  (0.158)  ＊委託した資金の運用、基準価額の計算、目論見書作成等の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 16)  (0.136)  ＊購入後の情報提供、運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの 
 管理および事務手続き等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  1)  (0.011)  ＊運用財産の保管・管理、委託会社からの指図の実行の対価 

（b） 信 託 報 酬 （ 実 績 報 酬 ） 99   0.861   (b)信託報酬（実績報酬）＝（前営業日の基準価額－ハイ・ウォーター・マー 
   ク）×5.5％（税抜5％） 
 
実績報酬は販売会社＊に支払われます。 
＊役務の内容については、（基本報酬）の欄をご参照ください。 

（c） そ の 他 費 用 0   0.004   (c)その他費用＝作成期間のその他費用÷作成期間の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.004)  ＊監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 134   1.170    

作成期間の平均基準価額は、11,436円です。  

 
（注） 作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出し

た結果です。 

（注） 消費税は報告日の税率を採用しています。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満を四捨五入しています。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドが組み入れている投資信託証券の直近の計算期間における「１万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入

上位ファンドの概要」に表示することとしています。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で除して100を乗じたものです。 

（注） ファンドの信託報酬では、ファンドの純資産総額に一定率を乗じた基本報酬のほか、運用実績に応じてハイ・ウォーター・マーク方式

により実績報酬がかかります。ハイ・ウォーター・マークとは、実績報酬を算出する際の基準となる価額です。 

各作成期間のハイ・ウォーター・マークは第８期10,506円、第９期10,835円、第10期11,653円です。 
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（参考情報） 

◯経費率（投資先ファンドの運用管理費用以外の費用を除く。） 

作成期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および

有価証券取引税を除く。）を作成期間の平均受益権口数に作成期間の平均基準価額（１口当たり）

を乗じた数で除した経費率（年率）は3.11％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 
（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 
（注） 各比率は、年率換算した値です。 
（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。 
（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 
（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 
（注） 投資先ファンドには運用管理費用以外の費用がある場合がありますが、上記には含まれておりません。 
（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
（注） 投資先ファンドの費用は、「ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし）」・「ウエ

リントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし）」・「いちよし日本好配当株ファ
ンド（適格機関投資家専用）」の費用を基に算出しています。   
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○売買及び取引の状況 (2025年９月11日～2026年３月10日) 

 

 

銘 柄 
第８期～第10期 

買 付 売 付 
口 数 金 額 口 数 金 額 

国  内 
 口  千円  口 千円  
いちよし日本好配当株ファンド（適格機関投資家専用） 447,142,815  471,858  315,189,986 375,000  

合 計 447,142,815  471,858  315,189,986 375,000  

外  国 
(邦貨建) 

アイルランド ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 13,130  150,000  12,329 135,000  

ルクセンブルグ ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） －  －  7,595 90,000  

合 計 13,130  150,000  19,924 225,000  
 
（注） 金額は受渡代金です。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2025年９月11日～2026年３月10日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○組入資産の明細 (2026年３月10日現在) 

 

銘 柄 
第７期末 第10期末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

いちよし日本好配当株ファンド（適格機関投資家専用） 2,987,475,776 3,119,428,605 3,600,132 24.9 

ウエリントン・グローバル・プロパティ・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 509,856 510,657 6,001,753 41.6 

ウエリントン・グローバル・クオリティ・バリュー・ファンド（ＪＰＹ Ｓクラス－四半期配当 ヘッジなし） 350,971 343,375 4,322,066 29.9 

合 計 2,988,336,603 3,120,282,637 13,923,952 96.4 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 

 

○投資信託財産の構成 (2026年３月10日現在) 

項 目 
第10期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

投資信託受益証券 3,600,132 24.7 

投資証券 10,323,820 71.0 

コール・ローン等、その他 623,197 4.3 

投資信託財産総額 14,547,149 100.0 
   

投資信託証券 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第８期末 第９期末 第10期末 

2025年11月10日現在 2026年１月13日現在 2026年３月10日現在 

  円 円 円 

(A) 資産 13,091,702,179   14,085,008,915   14,547,149,282   

 コール・ローン等 289,770,663   444,379,408   623,184,337   

 投資信託受益証券(評価額) 3,426,884,451   3,712,863,861   3,600,132,553   

 投資証券(評価額) 9,375,043,476   9,927,757,096   10,323,820,418   

 未収利息 3,589   8,550   11,974   

(B) 負債 74,004,919   110,418,156   106,722,092   

 未払収益分配金 35,841,604   35,553,977   47,841,404   

 未払解約金 2,219,753   4,987,958   5,369,624   

 未払信託報酬 35,778,618   69,703,165   53,359,640   

 その他未払費用 164,944   173,056   151,424   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 13,017,697,260   13,974,590,759   14,440,427,190   

 元本 11,947,201,519   11,851,325,832   11,960,351,172   

 次期繰越損益金 1,070,495,741   2,123,264,927   2,480,076,018   

(D) 受益権総口数 11,947,201,519口 11,851,325,832口 11,960,351,172口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,896円 11,792円 12,074円 
 

（注） 当ファンドの第８期首元本額は12,098,130,870円、第８～10期中追加設定元本額は379,956,878円、第８～10期中一部解約元本額は

517,736,576円です。 

（注） 上記表中の次期繰越損益金が△表示の場合は、当該金額が投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第10号に規定する額（元本の欠

損）となります。 

（注） 上記表中の１万口当たり基準価額が、投資信託財産の計算に関する規則第55条の６第11号に規定する計算口数当たりの純資産の額とな

ります。 
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○損益の状況 

項 目 
第８期 第９期 第10期 

2025年９月11日～ 
2025年11月10日 

2025年11月11日～ 
2026年１月13日 

2026年１月14日～ 
2026年３月10日 

  円 円 円 

(A) 配当等収益 263,967,135   271,673,591   345,377   

 受取配当金 263,692,931   271,358,858   －   

 受取利息 274,204   314,733   345,377   

(B) 有価証券売買損益 324,256,152   890,898,681   430,205,799   

 売買益 494,370,645   896,826,945   433,436,007   

 売買損 △  170,114,493   △    5,928,264   △    3,230,208   

(C) 信託報酬等 △   35,943,562   △   69,876,221   △   53,511,064   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 552,279,725   1,092,696,051   377,040,112   

(E) 前期繰越損益金 587,109,841   1,086,961,951   2,130,479,828   

(F) 追加信託差損益金 △   33,052,221   △   20,839,098   20,397,482   

 (配当等相当額) (     36,720,127)  (     44,961,583)  (     78,723,347)  

 (売買損益相当額) (△   69,772,348)  (△   65,800,681)  (△   58,325,865)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 1,106,337,345   2,158,818,904   2,527,917,422   

(H) 収益分配金 △   35,841,604   △   35,553,977   △   47,841,404   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 1,070,495,741   2,123,264,927   2,480,076,018   

 追加信託差損益金 △   33,052,221   △   20,839,098   20,397,482   

 (配当等相当額) (     36,720,127)  (     44,961,583)  (     78,723,347)  

 (売買損益相当額) (△   69,772,348)  (△   65,800,681)  (△   58,325,865)  

 分配準備積立金 1,103,547,962   2,144,104,025   2,459,678,536   
 

（注） (B)有価証券売買損益は、各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注） (C)信託報酬等は、消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注） (F)追加信託差損益金は、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分です。 

（注） 分配金の計算過程は以下の通りです。 

項 目 
第８期 第９期 第10期 

2025年９月11日～ 
2025年11月10日 

2025年11月11日～ 
2026年１月13日 

2026年１月14日～ 
2026年３月10日 

a. 配当等収益(費用控除後) 247,835,664円 255,343,518円 302,568円 

b. 有価証券等損益額(費用控除後) 304,444,061円 837,352,533円 376,737,544円 

c. 信託約款に規定する収益調整金 36,720,127円 44,961,583円 78,723,347円 

d. 信託約款に規定する分配準備積立金 587,109,841円 1,086,961,951円 2,130,479,828円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 1,176,109,693円 2,224,619,585円 2,586,243,287円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 984円 1,877円 2,162円 

g. 分配金 35,841,604円 35,553,977円 47,841,404円 

h. 分配金(１万口当たり) 30円 30円 40円 
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いちよし・グローバル好配当戦略ファンド（年６回決算型）＜愛称 ミズナラ＞ 

○分配金のお知らせ  

 第８期 第９期 第10期 

１万口当たり分配金（税込み） 30円 30円 40円 
 

（注） 分配落ち後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、分配金は全額普通分配金となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本を上回り、分配後の基準価額が個別元本を下回る場合は、分配金は個別元本を上回る部分が普通分配金、

下回る部分が元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 分配前の基準価額が個別元本と同額または下回る場合は、分配金は全額元本払戻金（特別分配金）となります。 

（注） 元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した

額が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 
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